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本書はSentinel System Driverのインストールに関する情報を記載しています。Windows 2000と共にリリースされたWindows Installer（Windows 95以降の全Windowsプラットフォームをサポート）を使ってドライバをインストールする方法、またマージ･モジュールを使ってドライバのインストールを開発者の製品のインストールにシームレスに統合する方法を説明します。

Sentinel System DriverをDOS、Windows 3.x、OS/2またはIntel以外のプロセッサを使ったWindows NTコンピュータにインストールする場合、古いインストーラ･プログラムを使用する必要があります（ドライバが入っているメディアの\Legacyディレクトリに格納されています）。このインストーラはWindows 2000のWindows Installerプログラムに移行する用意ができていない開発者も対象にしています。ただし古いインストーラの使用には若干制限があり、UBSドライバだけをインストールすることはできません。USBドライバはパラレル･ポート･ドライバと一緒にインストールする必要があります。
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Sentinel System Driverのインストール

（Windows 9x/NT/ME/2000）

Sentinel System Driverのバージョン5.39以降では、Windows Installerを使用してWindows 9x /NT /2000のどのシステムにもドライバを通常のアプリケーションのようにインストールできます。ここではそのインストール手順を説明します。

レガシー･インストール
DOS、Windows 3.x、OS/2マシンかIntelを使用していないWindows NTマシンにドライバをインストールする場合、必ず古いインストーラを使用してください。旧インストーラは、ドライバの入っているメディアの /Legacyディレクトリに入っています。旧インストーラは、古いインストール方法を保持するためまだWindows Installerへ移行しない開発者のために残されています。ただしこれにはいくつか制限があります。古いインストーラはUSBドライバだけのインストールをサポートしていませんので、そのためには新しいインストーラを使用する必要があります。

また、レガシー･インストーラではWindows 2000でUSBドライバを正しくアップグレードできません。Windows 2000で以前インストールしたドライバの上にレガシー･インストーラを使って再度ドライバをインストールする場合、デバイス･マネージャを使って手動でUSBドライバを更新する必要があります。

       







          　　　　

マージ･モジュールの使用
以下の説明では、用意されているsetup.exeファイルを使って（コマンドラインは使用してもしなくても可）ドライバをエンド･ユーザのシステムにインストールすることを前提とします。代わりにマージ･モジュールを使用してシームレスにSentinel System Driverを開発者のアプリケーションのインストールに追加したい場合は、第2章「Sentinel System Driver Windows Installerマージ･モジュール」（17ページ）を確認してください。

インストール手順
アップグレードに関する注意：現在前バージョンのSentinel System Driverを使用しており、すべて問題なく動作していれば、最新のドライバにアップグレードする必要はありません。ただし最新版のドライバにアップグレードする場合は、以下の手順を開始する前に [コントロール･パネル] の [アプリケーションの追加と削除] を使ってまず前バージョンのドライバをアンインストールしてください。
警告！
setup.exeを実行してドライバをインストールする場合、必要ならば自動的にWindows Installerのバージョンが更新されます。更新の前にプロンプトは表示されません。Windows Installerを更新するかどうか決めていない場合はこのプログラムを実行しないでください。

重要：
インストールを続ける前にSentinel SuperPro USBキーを取り外します。詳しくは「Sentinel SuperPro USBキーに関する注意」（15ページ）を参照してください。
1．
ドライバがCDに入っている場合は、コンピュータにCDを挿入します。自動実行機能が有効であればインストール･プログラムが自動的に実行されます。自動で実行されなければドライバが入っているメディアのルート･ディレクトリからsetup.exeを実行してください。

2． Windows Installerのバージョンが正しくなければ、自動的に正しいバージョンがインストールされます。

3．
セットアップ･プログラムが旧バージョンのSentinel System Driverを認識した場合、アップグレードするかどうかを確認するプロンプトが表示されます。確認が済めば、旧バージョンはただちにアンインストールされます。その後インストールを終了すると、旧バージョンは削除されています。

4．
インストールをComplete（すべて）にするかCustom（カスタム）かを選択します。Completeの場合はパラレル･ドライバとUSBドライバの両方がインストールされます。

5．
Customを選択すると（使用するオペレーティング･システムがUSBをサポートしている場合）、パラレル、USB、その両方のどれをインストールするかを選択できます。

6．
Install（インストール）を選択します。

7．
使用しているオペレーティング･システムとコンピュータの構成によっては、アップグレードを終えた後リブートを求められることがあります。これは新しいパラレル･ドライバの開始に必要です。

備考：
setup.exeを使用する代わりに、マージ･モジュールを使ってシームレスにSentinel System Driverを開発者のアプリケーションのインストールに追加したい場合は、第2章「Sentinel System Driver Windows Installerマージ･モジュール」（17ページ）を参照してください。
変更／削除の方法
1．
[スタート] から [コントロール･パネル] を選択します。

2．
[アプリケーションの追加と削除] を選択します。

3．
Sentinel System Driverという項目を探して選択します。

4．
インストーラを使えばインストールを変更、修正、削除できます。必要なオプションを選択し、指示に従ってください。

5．
Modify（変更）を選択すると、後からパラレル･ドライバかUSBドライバを追加または削除できます。

6．
使用しているオペレーティング･システムとコンピュータの構成によっては、アップグレードを終えた後リブートが必要な場合があります。

ドライバのインストールを開発者のインストーラに追加する方法
インストールCD上のインストーラを使ってSentinel System Driverをエンド･ユーザのコンピュータにインストールするには、基本的な方法が4つあります。

開発者のアプリケーションのインストールにWindows Installer以外のインストール･パッケージを使用する場合、1か2の方法を採用してください。Windows Installerを使用する場合は4つの方法のうちどれでも実施できます。

1．
エンド･ユーザがドライバのインストールを実行する：　同梱のインストーラを使用すると通常のアプリケーションのようにステップ･バイ･ステップでドライバをインストールできるため、エンド･ユーザが自分でインストールすることが可能です。これは簡単に自動実行メニューに追加できますし、また自動的にアプリケーションのインストールの最後に実行することもできます。インストール方法の説明を添えて貴社のアプリケーションのCDにこれを含めるとよいでしょう。また開発者がSentinel System Driver CDを焼き、製品と一緒に配布することもできます。メニューか貴社のインストーラからインストールを実行する場合は、Sentinel System Driverのsetup.exeファイルを呼び出すだけです。

2．
ドライバのインストールをQuietモードで実行する：　インストール中またはインストール終了後に、Sentinel System DriverをQuietモードで呼び出します。そうするとユーザが何もしなくてもドライバのインストールが実行されます。そのためにはコマンドライン･スイッチ（13ページ「インストールのオプション」参照）を使用します。この方法は、必要なスイッチを使って開発者がsetup.exeを呼び出しメッセージを出力せずに実行する（Quietモード）という点を除き、方法1とよく似ています。

3．
開発者のWindows InstallerパッケージからRainbowのWindows Installerパッケージを呼び出す：　貴社のインストーラがWindows Installer用にプログラミングされていれば、Sentinel System Driverのインストールを.msiファイルから直接簡単に呼び出せます。これはWindows Installerに組み込まれているカスタム･アクションです。この方法を使用するには、インストーラに必要なファイルを探させます。Sentinel System DriverはInstallShield for Windows Installerを使って書かれ、ファイルをすべてアーカイブのdata.cabに格納します。InstallShield for Windows Installerを使用するなら開発者もdata.cabファイルを使用することが非常に重要です。この場合、2つのdata.cabファイルを統合する必要があります（すべてのファイルを1つのディレクトリに入れる必要があるため）。貴社のインストーラにdata.cabファイルが必要なければ、このファイルを貴社製品のCDに含めるだけで結構です。そしてSentinel System Driver.msiファイルを貴社の.msiファイルと同じディレクトリに格納します。Sentinel System Driverの.msiファイルを貴社のインストーラから呼び出すためのカスタム･アクションを追加すると、プロンプトが表示されることなくドライバが貴社アプリケーションと一緒にシームレスにインストールされます。

4．
Sentinel System Driverのマージ･モジュールを使用する：　この方法を実施するには、貴社のインストール･パッケージがWindows Installerを使用する必要があります。これはおそらく一番難しい方法ですが、インストールのオプションの柔軟性は最も高度です。この方法を使用すると、Sentinel System Driverが貴社のインストーラと一緒にインストールされるだけでなく、実際に貴社インストーラの一部となります。この方法の利点の1つは、貴社アプリケーションをアンインストールしなければSentinel System Driverを削除できないという点です。そのため他のアプリケーションがSentinel System Driverを削除しようとしても、Windows Installerは他のアプリケーションがこのコンポーネントを必要としていることを認識します。ドライバはドライバを必要とするすべてのアプリケーションが削除されるまで削除されません。マージ･モジュールの使用方法は、第2章「Sentinel System Driver Windows Installerマージ･モジュールの使用」（17ページ）で詳しく説明します。

Sentinel System Driverを貴社のCDに含める場合、必要なファイルは次の6つだけです（計約4 MB）：

· Sentinel System Driver.msi

· Data.cab

· Setup.exe

· Setup.ini

· Instmsia.exe

· Instmsiw.exe

方法3を使用する場合、2つのファイルだけが必要です（計約800 KB）：

· Sentinel System Driver.msi

· Data.cab

ただしアプリケーションのCDに空きがある限り、Sentinel System Driver CDの内容全部を含めることをお勧めします。ほとんどの開発者はCD上にドライバ用のサブディレクトリを作成し、そのフォルダにCDの内容全部を含めます。Sentinel System Driver CDは10 MBまでの容量を使用します。

もうひとつ、エンド･ユーザに技研商事インターナショナルのウェブ･サイト（http://www.giken.co.jp）を知らせるという方法があります。エンド･ユーザはそこから最新のSentinel System Driverを自分でダウンロードできます。エンド･ユーザがインターネットに接続できる環境にあるなら、この方法で古いバージョンのドライバを出荷するのを防ぐことができます。

インストールのオプション
setup.exeプログラムはWindows Installerの使用バージョンをチェックし、必要なら更新して、その後Windows Installer上で .msiファイルからSentinel System Driverをインストールします。/vオプションを使い、setup.exe経由でコマンドラインのオプションをWindows Installerに引き渡すことができます。複数のオプションには引用符が付き、引用符の必要なオプションにはすべて最初に\が付きます。下記はその一例です：

Setup.exe /v” /qn INSTALLDIR=\”c:\program files\driver\””
このコマンドラインにより、プロンプトの表示なしで（Quietモード）ドライバをc:\program files\driverディレクトリにインストールできます。Windows Installerとコマンドラインのオプションについて詳しくは、マイクロソフトのMSDNウェブ･サイトを参照してください。

よく使われるコマンドライン･オプション例

Windows Installerを使用する際役立つように、この節にはよく使われるコマンドライン･オプションの例を記載しました。

備考：
自己解凍式のインストーラを使用する場合、下記のsetupをRainbowSSD5.39.2に置き換えてください。

· プロンプトを表示せず、進行を示すバーだけを表示してドライバをインストールする：　setup /v"/qp"
· ドライバをQuietモードでインストールする：　setup /v"/q"
· ドライバをQuietモードでインストールし、認識した前バージョンを自動的にアップグレードする：　setup /v"/qb CONFIRMUPGRADE=TRUE"
· パラレル･ポート･ドライバだけをQuietモードでインストールする：

setup /v"/qb ADDLOCAL=Parallel_Driver"
· SuperPro USBドライバだけをQuietモードでインストールする：

setup /v"/qb ADDLOCAL=USB_Driver"
· ドライバを通常の方法でインストールし（プロンプトを表示）、結果のログを残す：　setup /v"/L* filename.log" (filename.log 部分は開発者が自分で設定するログ･ファイル名です。そのファイル名が既に存在していると上書きされます。)

· ドライバのインストールを修復する：　setup /f
· ドライバをアンインストールする（アンインストールを確認するプロンプトを表示）：　setup /x
· Quietモードでアンインストールする：　setup /x /v"/q"
プロパティ
プロパティを使って、Sentinel System Driverのパッケージのインストール方法をコントロールできます。Windows Installerにはさまざまなプロパティがあり、コマンドラインのオプションのように構成可能です。詳しくはマイクロソフトのMSDNウェブ･サイトを参照してください。

Sentinel System DriverでADDLOCAL、REMOVE、REINSTALLプロパティを．使って設定できる機能が3つあります：

· ConfigFiles　－　Sentinel System Driverに必要な構成とヘルプのファイルが含まれます。このオプションは必ずインストールしてください。

· Parallel_Driver　－　レインボー･テクノロジーズのハードウェア･セキュリティ･キーすべてに使用できるパラレル･ポート･ドライバをインストールします。

· USB_Driver　－　USB SuperProのドライバをインストールします。Windows 98、Windows 2000、一部バージョンのWindows 95のみで有効です。対応していないオペレーティング･システムでこの機能を選択しても効果はありません。

設定されるプロパティと値はすべて大文字と小文字を区別します。

Sentinel SuperPro USBキーに関する注意
Sentinel SuperProのUSB版キーはすべて、Sentinel System Driverをインストールまたは削除する前に取り外す必要があります。取り外さないとUSB部分のインストールが失敗することがあります。そのためインストールを実行する前に、SuperPro USBキーをコンピュータから取り外すよう警告するメッセージをユーザに対して表示することをお勧めします。同梱のインストーラは、実際のインストールが行われる直前にInstall Confirmation（インストールの確認）メッセージでユーザに警告します。この警告に従わない場合、ユーザはUSBキーを接続せずにSentinel System Driverをアンインストールしてから再インストールする必要があります。これによってシステムが修復され、USBキーが使用可能になるはずです。

ドライバ構成プログラム
本バージョンのドライバには新しいドライバ構成プログラムが含まれ、インストールするディレクトリを変更しない限り、C:\Program Files\Rainbow Technologies\Sentinel System Driverディレクトリに格納されます。名称はSetupSysDrvr.exeで、ダブルクリックすると実行できます。実行するとウィンドウがあらわれ、2、3の構成上の選択肢と、どのバージョンのドライバを認識するかを知らせるメッセージが表示されます。USBドライバだけをインストールしUSBキーを接続しなければ、ドライバは認識されません。これはキーの接続時にプラグ･アンド･プレイによってUSBドライバがロードされるからです。USBキーが接続されていない場合は、ドライバはロードされていません。パラレル･ドライバはインストールすれば常にロードされるため、必ず構成プログラムがドライバを認識します。

インストールの追加／修正／削除
このオプションを選択すると、インストーラがSentinel System DriverのWindows Installerを実行し、ユーザはコンポーネントの変更やインストールの修正、アンインストールが行えます。このオプションは [コントロール･パネル] から [アプリケーションの追加と削除] でSentinel System Driverを選択する場合と同じです。ドライバの構成プログラムがインストール済みのドライバを認識しない場合は、最初にドライバのインストールに使用したSentinel System Driver.msiファイルを使用します。ファイルを開きOKをクリックするとインストーラが実行されます。

構成ドライバ

このオプションを使用すると、Sentinel System Driverが使用するパラレル･ポートを手動で構成できます。通常ドライバはパラレル･ポートを自動的に認識するため手動で設定する必要はありませんが、一部のケースではこのオプションを使って手動での変更が必要です。ポートに何らかの変更を加えるとドライバの障害の原因となることがあります。ポートの変更に関してとさまざまなオプションの意味について詳しくは、このオプションを選択し、Helpを参照してください。

NTパラレル･ドライバの起動と停止

このオプションでNTのパラレル･ドライバの起動と停止が可能で、Windows 2000（Windows NT 5.0と呼ばれることがあります）でも使用できます。手動でドライバを循環させるのにこのオプションを使用してください。キーの着脱のたびに自動で停止し起動するUSBドライバにはこのオプションは無効です。
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Windows Installerマージ･モジュール

Sentinel System Driverのバージョン5.39以降では、Windows 2000に用意されているWindows Installerを使った新しいインストール方法を使用できます。本リリースに含まれるインストーラは、\Merge Modulesディレクトリに入っている3つのマージ･モジュールから構成されています。実行するインストーラは基本的にマージ･モジュールに対するフロントエンドで、マージ･モジュールにドライバのインストールに必要な実際の情報が収められています。

Windows InstallerがサポートしているのはWindows 95、98、ME、Windows NT 4.0 SP 3以降、Windows 2000だけであり、マージ･モジュールにはこれらのオペレーティング･システム用のドライバしか含まれません。マージ･モジュールはどんなWindows Installerパッケージにも追加でき、シームレスにSentinel System Driverのインストールを開発者のアプリケーションに加えることができます。

ドライバを開発者のインストーラに追加する手順は比較的単純ですが、正しく動作させるにはいくつかの項目をインストーラに正しい順番で配列する必要があります。ドライバのインストールを自社のインストーラに統合したい開発者向けに、この方法を説明します。もう一つの方法として、ドライバのインストール（setup.exe）を開発者のインストーラから呼び出すやり方があります。適切なコマンドラインのオプションを使えば、どのコンポーネントをインストールするか、またユーザがインストーラと対話できるかを完全にコントロールできます。詳細は「インストールのオプション」（13ページ）を参照してください。

備考：
マージ･モジュールはInstallShield for Windows Installerバージョン2.03を使って書かれ、Windows Installerバージョン1.1と1.2でテスト済みです。Wise for Windows Installerを使用する場合は「カスタム･アクションをWise for Windows Installerに追加する特別な方法」（28ページ）を参照してください。
マージ･モジュールの構造
インストールは3つのマージ･モジュールに分かれており、どのドライバをエンド･ユーザのシステムにインストールするかをコントロールできます。その3つのファイルは次のとおりです。バージョン5.39.2ではファイル名が変更されましたので注意してください。

SSDConfigfiles.msm

このモジュールには構成プログラムとそれに必要なコンポーネントが含まれます。またreadmeとhelpファイルも入っています。このモジュールは、インストールするのがパラレル･ドライバでもUSBドライバでも必ずドライバと一緒にインストールする必要があります。

SSDParallel.msm

このモジュールにはレインボー･テクノロジーズのパラレル･ポート･キーすべてに使用できるドライバが入っています。このドライバはパラレル･ポート･キーの使用をサポートする場合のみ必要です。ただし、USB SuperProキーを使用し、SuperPro 6.1以降のライブラリでコンパイルしてないアプリケーションにはパラレル･ドライバのインストールが必要です。このドライバはパラレル･ポートのないシステムにインストールしても安全です。

SSDUSB.msm

このモジュールにはUSB SuperProドライバが含まれます。このドライバは、USB SuperProを使用するアプリケーションをSuperPro 6.1以降のライブラリでコンパイルした場合、単独でインストールできます。そうでなければパラレル･ドライバが必要です。

ドライバを開発者のインストーラに併合する
ドライバ･マージ･モジュールはMicrosoft Windows Installerのどのパッケージにも追加できます。Windows Installerパッケージの設計に使用できる、サード･パーティのアプリケーションはたくさんあります。例えばInstallShield for Windows Installerです。他の同種のアプリケーションと同じく、InstallShieldは実際のインストール･メディアの構築を補助し、構成を単純化します。Windows Installerパッケージの使用と開発について、詳しくはマイクロソフトのMSDNのウェブ･サイトを参照してください。

マージ･モジュールは開発者のインストール･パッケージに追加すると、インストールの特定機能と関連させることができ、それによってその機能をインストールすべきかどうかをエンドユーザが一部コントロールできます。もしくはこれを必須項目とし、エンドユーザが開発者のアプリケーションと一緒にインストールしなければならなくすることもできます。

マージ･モジュールそのものにはドライバのインストールに必要なファイルとレジストリ･エントリが含まれ、使用するオペレーティング･システムを基に何をインストールする必要があるかを判断します。そのため開発者がドライバのインストール方法を詳しく理解する必要はありません。ドライバのインストールを完了するため実行が必要なカスタム･アクションがいくつかありますので、下記で説明します。

カスタム･アクションをインストール･パッケージに追加する
ドライバのインストールに必要な手順に、マージ･モジュール内で実行する「カスタム･アクション」があります。カスタム･アクションそのものはマージ･モジュールに含まれるためコーディングは必要ありませんが、インストーラのシーケンス･テーブルへの追加が必要です。各Windows Installerパッケージにはどの手順をどの順番で実行するかを識別するシーケンス･テーブルがあります。マージ･モジュールのカスタム･アクションをシーケンス･テーブルに手動で追加してください。

マージ･モジュールをインストール･パッケージに追加すると、マージ･モジュールからのカスタム･アクションはアクション名とマージ･モジュールのGUID（Global Unique Identifier）で参照されます。各マージ･モジュールにはそれぞれGUIDがあり、WindowsのExplorerでファイルを右クリックし [プロパティ] を選択して、ファイルの改訂番号を探してください。RemoveOldDriverというアクションの名前の例は次のとおりです：
RemoveOldDriver.B391C189-6953-11D4-82CB-00D0B72E1DB9
サード･パーティのソフトウェア･パッケージのほとんどはこの名前をまとめ、マージ･モジュールからの全カスタム･アクションの一覧を表示します。インストーラ･パッケージのエクスプレス版やライト版のほとんどはこれらマージ･モジュールの使用に必要な順序付けを実行できません。またWise for Windows Installerを使用する場合の順序付けの説明は「カスタム･アクションをWise for Windows Installerに追加する特別な方法」（28ページ）を参照してください。

アクションはインストール･パッケージのシーケンス･テーブルに配置します。シーケンス･テーブルの各アクションにはシーケンス番号が与えられ、小さい番号から大きい番号の順に実行されます。サード･パーティのパッケージの多くはアクションを順番に列記し、自動的にシーケンス番号を割り当てて必要な位置にアクションを挿入します。その機能がない場合は、どのアクションの後に自分のカスタム･アクションを実行したいかを調べ、そのシーケンス番号より1つ大きい番号をカスタム･アクションに割り当てます。例えばRemoveOldDriverというカスタム･アクションをRemoveFoldersというアクションの後に置きたいとします。RemoveFoldersのシーケンス番号が1800だとすると、RemoveOldDriverに1825というシーケンス番号を割り当てます（ほとんどのアクションは50で割れます）。これでRemoveFoldersの終了後にこのアクションを実行することがインストーラに知らされます。

シーケンス･テーブルに列記された各アクションには条件フィールドがあり、いつアクションを実行するかを定義できます。必要ないカスタム･アクションがある場合があるため、このフィールドを正しく記入することが重要です。

アクションや条件、シーケンス･テーブルについて、詳しくはマイクロソフトのMSDNのウェブ･サイトでWindows Installerの欄を参照してください。

必要なカスタム･アクション
次の表は、どのカスタム･アクションを開発者のインストール･パッケージのシーケンス･テーブルに加える必要があるかを説明したものです。またシーケンス･テーブルのどこにアクションを挿入するかと、アクションの実行のために使用すべき推奨条件も記載しています。条件はすべて大文字と小文字を区別します。

	カスタム･アクション名
	使用

	RemoveOldDriver
	次の標準アクションの前に挿入：

· CostInitialize

推奨条件：

· 必要なし

説明：

このカスタム･アクションはSentinel System Driver 5.39以前のバージョンの削除と、旧バージョンの存在の判断に使用します。このアクションはプロパティを使って情報をやりとりし、インストーラがどのような動作をする必要があるのかを判断するのに使用できます。

このアクションはUser InterfaceシーケンスとInstall Executeシーケンスの両方で使用する必要があります。

このアクションは常に現在インストールされているドライバのバージョンをチェックし、どのように操作を進めるかを判断します。認識したバージョンによって、次のプロパティが設定されます：

· OLDDRIVERFOUND – 旧バージョンがインストールされていれば、ドライバが見つかるかどうかに応じてこのプロパティが設定されます。旧バージョンは本バージョンのインストール前に削除する必要があります。

· NEWDRIVERFOUND – 本バージョンより新しいドライバが認識されると、このプロパティが設定されます。このプロパティがRemoveOldDriverの実行後に設定された場合、インストールを中止する必要があります。

	
	旧バージョンがインストールされているかを判断した後、プロパティCONFIRMUPGRADEが設定されている場合のみ旧バージョンが削除され、設定されていなければアクションは終了します。このようにこのアクションを2回呼び出せば、1回目で旧バージョンがインストールされているかを判断し、2回目に実際に旧バージョンのドライバを削除することでユーザは操作の進行を確認できます。

同梱のインストーラはこのアクションを2度呼び出す良い例です。最初はCONFIRMUPGRADEプロパティの設定なしで呼び出し、古いドライバが見つかると、アップグレードを確認する画面が表示されます。ユーザがアップグレードを認めると、CONFIRMUPGRADEが設定された状態で再度このアクションを呼び出し、実際に旧バージョンをアンインストールします。

旧バージョンのドライバが実際に削除されると、プロパティOLDDRIVERREMOVEDが設定されます。このプロパティはリブートが必要かどうかを後で決めるのに使用できます。

大抵の場合、旧ドライバは問題なく削除されます。ユーザがドライバ･ファイルの一部をロックしていると、システムのリブート時にそのファイルに削除を示すフラグが付けられます。この場合、アクションがプロパティREMOVEOLDDRIVERREBOOTを設定します。このアクションの呼出しから戻った後このプロパティが設定されたらただちにリブートし、それからインストールを続けてください。

ドライバがインストールされていなければこのアクションは何も行わないため、どんな状況で実行しても安全です。

	RemoveOldDriverAgain
	次の標準アクションの前に挿入：

· CostInitialize

推奨条件：

· OLDDRIVERFOUND

	
	説明：

このアクションはRemoveOldDriverと全く同じです。

カスタム･アクションは一度しかシーケンス･テーブルに挿入できませんが、カスタム･アクションのRemoveOldDriverとRemoveOldDriverAgainを使えばRemoveOldDriver関数を2度呼び出せます。プロパティCONFIRMUPGRADEを設定せずにこのアクションを呼び出すと、プロパティOLDDRIVERFOUNDを通じ旧ドライバがインストールされたかどうかが表示されるだけです。このカスタム･アクションはRemoveOldDriverカスタム･アクションと全く同じですが、開発者がこの関数を2度実行できるようにするために含まれています。

これらカスタム･アクションの使用の好例として、RemoveOldDriverを呼び出してGUIを通じユーザがドライバをアップグレードするかを確認するやり方があります。確認したら、プロパティCONFIRMUPGRADEを設定してRemoveOldDriverAgainを呼び出し実際にアンインストールします。

最初に旧ドライバをきちんと削除せずに新ドライバをインストールしないでください！

	RemoveVDDRegEntry
	次の標準アクションの後に挿入：

· RemoveRegistryValues

推奨条件：

· VersionNTとREMOVE

説明：

このカスタム･アクションはアンインストール中にNTの仮想デバイス･ドライバ（VDD）のレジストリ･エントリを削除します。このレジストリ･エントリには他の情報も含まれることがあるため、単純に削除することはできません。

VDDがインストールされていない状態で、このアクションが呼び出されても何も影響はありません。

	
	条件欄の記載どおり、このアクションはWindows NTか2000上だけで追加してください。

このアクションはインストール手順で他のレジストリ値がすべて削除されてから挿入してください。

	MakeVDDRegEntry
	次の標準アクションの後に挿入：

· WriteRegistryValues

推奨条件：

· NOVDDINSTALLとREMOVEは定義せず、VersionNT

説明：

このカスタム･アクションはNTの仮想デバイス･ドライバ（VDD）のレジストリ･エントリを加えます。このレジストリ･エントリには他の情報も含まれることがあるため、単純に削除したり上書きすることはできませんが、このカスタム･アクションによって修正する必要があります。

プロパティNOVDDINSTALLがコマンドラインに含まれるとVDD要素はインストールされません。そのためプロパティNOVDDINSTALLを設定したらこのアクションを呼び出さないでください。この点は推奨条件に反映されています。

このアクションはインストール手順で他のレジストリ値がすべて追加されてから挿入してください。

	InstallNTParService
	次の標準アクションの後に挿入：

· InstallServices

推奨条件：

· VersionNTと&ParDriver=3
説明：

このカスタム･アクションはNTのパラレル･ポート･ドライバ･サービスをサービス･コントロール･マネージャに追加します。このサービスはカーネルであるため、必ずカスタム･アクションを使って追加する必要があります。パラレル･ドライバをインストールする場合のみ使用します。

	
	推奨条件のParDriverは開発者が開発者のインストーラのパラレル･ドライバ機能に与える名前です。常にパラレル･ポート･ドライバをインストールする場合、この項目を条件から外しても構いません。例えば同梱のインストーラは”VersionNTと＆Parallel_Driver=3”という条件を使用します。

条件欄の記載どおり、このアクションはWindows NTか2000だけで実行します。

このアクションはインストール手順中、他のサービスをすべて追加してから実行します。

	StartParallelDriver
	次の標準アクションの後に挿入：

· InstallFinalize

推奨条件：

· &ParDriver=3
説明：

このカスタム･アクションはパラレル･ポート･ドライバを起動し、どのアプリケーションでもこれを使用できるようにします。通常ドライバはリブートなしで起動できますが、一部ドライバの起動にリブートが必要な場合があります。リブートが必要な場合は、自動的にインストーラにフラグを付けて終了時にリブートします。またこのカスタム･アクションはSSDREBOOTREQUIREDプロパティをインストーラに設定します。このアクションはパラレル･ドライバをインストールする場合のみ呼び出します。

推奨条件のParDriverは開発者が開発者のインストーラのパラレル･ドライバ機能に与える名前です。常にパラレル･ポート･ドライバをインストールする場合、この項目を条件から外しても構いません。例えば同梱のインストーラは”＆Parallel_Driver=3”という条件を使用します。

このアクションは各オペレーティング･システムで実行する必要があります。そうすればこのアクションがOSを認識し、そのOSがドライバを開始するのに適した処理を判断します。このアクションは他のファイルをすべてインストールした後、インストール処理の最後に実施します。


	CopyUSBINF
	次の標準アクションの後に挿入：

· InstallFinalize

推奨条件：
· VersionNT>=500と&USBDriver=3
説明：

このカスタム･アクションはWindows 2000にどこでUSB SuperProの“INF”ファイルを見つけるかを知らせます。実質上この手順によりドライバがプリインストールされ、ユーザがUSBキーを初めて接続するとプラグ･アンド･プレイによりユーザの応答なしでインストールを終了できます。USBドライバをインストールする場合のみこのアクションを呼び出してください。

推奨条件のUSBDriverは開発者のインストーラのUSBドライバ機能に開発者が与える名前です。このドライバを常にインストールする場合は、この項目を条件から外しても構いません。

デフォルトではUSBドライバ･ファイルはC:\Program Files\Rainbow Technologies\Sentinel System Driverにインストールされます。別の場所にインストールする場合は、プロパティのSYSDRIVERDIRをファイルのパスに設定します。このカスタム･アクションがこのプロパティのディレクトリを使ってファイルを探します。

PnPはリブートなしでドライバをアップグレードできることになっていますが、一部リブートが必要な場合があります。リブートが必要な場合は、自動的にインストーラにフラグを付けて終了時にリブートします。またこのカスタム･アクションはSSDREBOOTREQUIREDプロパティをインストーラに設定します。

条件欄の記載どおり、このアクションはWindows 2000だけで実行します（Windows NT 4.0はUSBに対応していません）。

このアクションを終了する前に、全ファイルをローカルのシステムにコピーする必要があります。そのためこれは常にインストールの最後に実行します。


構成プログラムをインストーラにリンクする
Sentinel System DriverにはSetupSysDriver.exeと呼ばれる構成プログラムが含まれ、必要ならそれを使ってエンド･ユーザがドライバを構成できます。また、ユーザがオリジナルのインストーラを呼び出してインストールの変更、修復、削除をするためのボタンも含まれます。

デフォルトでは、Sentinel System Driverインストーラの呼出しにはドライバ内に含まれるインストーラの製品コードGUID（Global Unique Identifier）をプログラムが使用します。マージ･モジュールを使用していれば、製品コードGUIDは違う値になります。構成プログラムはインストーラを呼び出せません。

製品コードGUIDをファイルに配置すれば、構成プログラムを開発者のインストーラにリンクできます。もしくは、この機能を使用不可にしてエンドユーザが開発者のソフトウェアを必ず経由するようにします。これを実施するにはsysdriver.guidというファイルを作成し、SetupSysDriver.exeと同じディレクトリに格納します。このファイルは必ず実行可能ファイルと同じディレクトリに配置します。ファイルの1行目に開発者のインストーラの製品コードGUIDを入れます。ファイルの1行目だけが読み取られます。1行目の項目は必ずこのGUIDのみとし、次の形式にします：
{xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx}
例えばSentinel System Driverバージョン5.39のGUIDは：
{791CAF6C-90A3-11D4-8306-00D0B72E1DB9}
与えられた値が有効なGUIDでない場合、拒否されて代わりにデフォルト値が使われます。GUIDの代わりに”disable”という語を入れるとこの機能が使用不可となり、ユーザは構成プログラムからインストーラを呼び出せません。

カスタム･アクションをWise for Windows Installerに追加する特別な方法
InstallShieldとWise for Windows Installerは違うやり方でアクションの順序付けを処理するため、レインボーのマージ･モジュールにWise for Windows Installerを使用する場合は若干異なる方法が必要です。Wiseの場合、開発者はマージ･モジュールの設計の時点でマージ･モジュールからカスタム･アクションの順序付けをします（つまり順序付けの情報はマージ･モジュールに保存されます）。一方InstallShieldはインストーラの設計の時点でマージ･モジュールの順序付けを行います（順序付け情報はマージ･モジュールに保存されないため、インストーラがマージ･モジュールを特別に順序付ける必要があります）。

Sentinel System Driverに添付されているマージ･モジュールはInstallShield for Windows Installerを使って作成されているため、順序付け情報を含みません。そのためWise for Windows Installerが通常どおり自動的にアクションを順序付けることはできません。

Wise for Windows Installerのカスタム･アクションの順序付けは、次の方法を使って手動で行います：

1．
Wise for Windows Installerのプロジェクトを開きます（.wsiファイルではなく.msiファイルから開く必要があります）。

2．
Setup Editor（セットアップ･エディタ）からTables（テーブル）を選択します。

3．
CustomActionテーブルを探します。一覧から順序付けをしたいカスタム･アクションを見つけてください（ここでは既に開発者が自社のプロジェクトにマージ･モジュールを追加済みであると仮定しています）。名前はドライバのドキュメンテーションに記載された名前にGUIDが添付されたものです。

4．
アクションを選び、それを右クリックしてCopy（コピー）を選択することで、アクション名をクリップボードにコピーします。

5．
次に、カスタム･アクションを追加するシーケンス･テーブルに移ります。通常InstallUISequenceテーブルかInstallExecuteSequenceテーブルのどちらかです。

6．
この後順序付けしたいアクションを探し、シーケンス番号を書き留めます。例えばInstallServicesアクションは通常Wiseのシーケンス番号5800です。

7．
テーブル上を右クリックし、New Row（新しい列）を選択します。

8．
空の列にAction（アクション）欄のカスタム･アクション名をコピーします。

9．
ドライバのドキュメンテーションをもとに、Condition（条件）欄に適切な条件を挿入します。

10．最後に、Sequence（シーケンス）欄にこの後順序付けするアクションより大きい値を入力します。例えばカスタム･アクションのInstallNTParallelDriverはInstallServicesアクションの後に順序付ける必要があります。InstallServicesアクションはシーケンス番号5800ですので、5810という値を使ってInstallNTParallelDriverを順序付けられます。

11．ドキュメンテーションに記載されたカスタム･アクションすべてについてこれを繰り返します。

マージ･モジュールの使用例
Sentinel System Driverに同梱のインストーラはマージ･モジュールを使ってインストールを行います。適切なインストールのためにはカスタム･アクションを順序付けるための手順をすべて実行する必要があります。そのためマージ･モジュールを使って開発者のインストーラにカスタム･アクションを追加する方法を示す良い例として、ここに紹介します。

下記はインストーラが使用する各カスタム･アクションに必要なシーケンス番号と条件です。これは単なる例ですので、実際の条件とシーケンス番号は状況によって異なる場合があります。またカスタム･アクションが標準アクションとどう関係しているかを示すため、標準アクションも一部掲載しています。

Install User Interfaceシーケンス･テーブル

	アクション
	シーケンス

番号
	条件

	RemoveOldDriver
	72
	なし

	UpgradeConfirmation

（ダイアログ）
	75
	OLDDRIVERFOUND

not AFTERREBOOT

not OLDDRIVERREMOVED

	RemoveOldDriverAgain
	84
	OLDDRIVERFOUND

not AFTERREBOOT

not OLDDRIVERREMOVED

	MustReboot（ダイアログ）
	94
	REMOVEOLDDRIVERREBOOT

not AFTERREBOOT

	NewDriverFound（ダイアログ）
	97
	NEWDRIVERFOUND

	SetupInitializaion（ダイアログ）
	100
	なし


Sentinel System Driverを新しいバージョンにアップグレードする前に、インストーラからユーザに警告メッセージを表示します。それにはまずRemoveOldDriverカスタム･アクションを呼び出します。旧バージョンが見つかると、OLDDRIVERFOUNDプロパティが設定されます。このプロパティはUpgradeConfirmationダイアログを表示するかどうかを決めるのに使用します。

ユーザがアップグレードを認めたらCONFIRMUPGRADEプロパティが設定され、RemoveOldDriverAgainが呼び出されます。今回はドライバが実際に削除され、OLDDRIVERREMOVEDプロパティが設定されます。

MustRebootダイアログは操作を続けるためリブートするようユーザに求めるメッセージを表示します（アンインストール時常にその可能性はありますが、実際にはめったに起こりません）。

また新しいバージョンが既にインストールされていると、NewDriverFoundダイアログが表示されます。インストール済みのバージョンより古いバージョンをインストールしても意味がないため、このダイアログはユーザに操作の継続を認めません。

以上が終了すると、通常どおりSetupIntializationダイアログに進みます。

Install Executeシーケンス･テーブル

	アクション
	シーケンス

番号
	条件

	RemoveOldDriver
	150
	not OLDDRIVERREMOVED

UILevel<4

	OldDriverError
	170
	OLDDRIVERFOUND

not OLDDRIVERREMOVED

	NewDriverError
	180
	NEWDRIVERFOUND

	SetSysDriverDir
	190
	なし

	ValidateProductID *
	300
	なし

	…
	
	

	UnregisterClassInfo *
	1350
	なし

	RemoveVDDRegEntry
	1375
	VersionNT

&Parallel_Driver=2

	UnregisterExtensionInfo *
	1400
	

	…
	
	

	WriteRegistryValues *
	2400
	なし

	MakeVDDRegEntry
	2425
	VersionNT

not NOVDDINSTALL

&Parallel_Driver=3

	WriteINIValues *
	2450
	なし

	…
	
	

	InstallService *
	2750
	VersionNT

	InstallNTParService
	2775
	VersionNT

&Parallel_Driver=3

	StartServices *
	2800
	VersionNT

	…
	
	

	PublishProduct *
	3100
	

	ScheduleReboot *
	3150
	Version9X

(REMOVEまたはREINSTALL)

	InstallFinalize *
	3200
	なし

	StartParallelDriver
	3250
	&Parallel_Driver=3


	CopyUSBInf
	3300
	VersionNT

&USB_Driver=3

	RemoveExistingProducts *
	3500
	なし


* が付いているのはWindows Installerの標準アクションです。カスタム･アクションが標準アクションと比べてどう位置付けられるかを示すためここに記載しました。

RemovedOldDriverは、操作を継続する前にまず既存バージョンのSentinel System Driverをアンインストールするために呼び出します。インストーラがQuietモードでインストールを行う場合ユーザ･インターフェイスは完全に省かれるため、このカスタム･アクションが両方のシーケンス･テーブルに存在する必要がありますので注意してください。このアクションはインストーラをQuietモードで実行する場合に呼び出されます。OldDriverErrorは旧バージョンが存在しまだ削除されていない場合にインストーラを終了させます。これは旧バージョンをアンインストールすることなくこのバージョンのインストールを続けることがないようにする、エラー回避のための条件です。

同様に、新バージョンのドライバが既にインストールされていればNewDriverErrorによってインストールが終了され、SetSysDriverDirがドライバをインストールするディレクトリにSYSDRIVERDIRプロパティを設定します。

OldDriverErrorとNewDriverErrorは基本タイプ19のエラー･カスタム･アクションです。SetSysDriverDirは基本タイプ51のプロパティ割当てカスタム･アクションです。これらのカスタム･アクションはWindows Installer内で定義されています。カスタム･アクションの詳細はマイクロソフトのMSDNを参照してください。

RemoveVDDRegEntryとMakeVDDRegEntryはシステムのレジストリを変更するため、インストーラがレジストリ項目の追加と削除を行うのと同じ領域で実行する必要があります。上の表に記載された条件の設定により、レジストリ項目がインストール中に削除され、アンインストール中には削除されます。

NTとWindows 2000のシステムで使用するパラレル･ドライバはカーネル･モード･サービスです。Windows Installerはカーネル･モード･サービスを通常の方法で追加しないため、サービスをシステムに追加するためにはInstallNTParServiceカスタム･アクションを使用します。Windows InstallerがInstallServicesアクション中に他のサービスを追加するときに呼び出す必要があります。

StartParallelDriverとCopyUSBINFアクションは全ファイルのコピー、サービスの作成などを行った、インストール･シーケンスの最後に実行する必要があります。つまりInstallFinalizeアクション後の一番最後に行います。

システムをリブートする
一部のケースで、インストールを完了するためカスタム･アクションの処理中にリブートが必要と判断されることがあります。その場合そのカスタム･アクションがSSDREBOOTREQUIREDプロパティを設定します。またインストールの完了後にリブートするよう自動的にインストーラにフラグを付けます。例外はRemoveOldDriverカスタム･アクションです。まれにこのカスタム･アクションにリブートが必要なことがあり、その際はインストール操作を続ける直前にリブートが必要です。その場合はREMOVEOLDDRIVERREBOOTプロパティを設定します。SSDREBOOTREQUIREDプロパティは設定しません。

Windows 95/98/MEではパラレル･ポート･ドライバはアンインストールされた後次のリブートまでメモリからアンロードされません。そのためこれらのシステム上でのアンインストール後にはリブートすることをお勧めします（ただし必須ではありません）。アンインストール後ドライバはメモリに残されますが、ユーザが次にシャットダウンまたはリブートすると削除されます。

お問い合わせ先

iKeyについてご質問や問題が生じた場合は、技研商事インターナショナルまでお問い合わせください。

技研商事インターナショナル株式会社
	本　　　社
	〒461-0018

名古屋市東区主税町2-30　ジーエスアイビル

TEL: (052) 972-6544　FAX: (052) 972-6577(代)

	東京支店
	〒150-0043

東京都渋谷区道玄坂1-19-2　スプラインビル3F

TEL: (03) 3770-7555　FAX: (03) 3770-7556

	大阪営業所
	〒542-0081

大阪市中央区南船場2-9-8　シマノ・住友生命ビル4F

TEL: (06) 6243-1822　FAX: (06) 6243-1823

	ホームページ
	http://www.giken.co.jp

	Eメール
	sentinel@giken.co.jp
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